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マ

は

一
し

ベ

し

・

‘
f
さ

、9

戸
的
裁
い
忍

．
，
文
む
・
'
i
1
&、一

•
こ
｀
r
_．

J
．
．ヽ
，
―

陪
非
裁
判
の
出
現
と
原
始
的
極
剌
方
法
の
沿
減

ゞ
｀

i
．i‘

節
十
五
世
紀
ま
で
（
以
上
本
き

,
J
`
 

，，， 

茸＝＝

／
 

ー

久

ヽ

五

第

十

大

七

批

紀

.“
 

六

、
第
十
八
枇
紀
及
び
第
十
九
批
紀
前
午

七

・
第
十
九
世
・起
径
半
以
悛

・ヽ・̀.,．．．．↑、＇．，

あ
る
種
の
證
腺
に

し
ら

、力

1
.＇

棗
翡
奥
な
證
撒
法
を
持
つ
て
ぬ
も
こ
と
は
何
人
、土

も

と

こ
．ろ

で

あ

唸

喜

喜

誓

特

色

は

、

つ
き
へ
宵
質
的
證
擁
憤
値
あ
る
も
證
批
能
力
誓
も
の
と
し
て
ゐ
る
黙
に
あ
り
、
如
何
誓
證
油
慕
證
孤
能
ヵ
誓
か
に
つ
き
詳
細
な

9
 

法
則
が
出
来
上
つ
て
あ
ろ
[
そ
ぁ
る
o

即
ち
‘
英
羹
岱
諏
法
?
王
史
部
分
は
證
採
の
排
除
（
o
且
u屯
9
n
）
夜
面
よ
り
仔
I

へ
ぼ
謹
撤
の
認

5

文
的
~
，
訂
ざ
ふ
y
.【;
-
f
{
t
?
…
；
『
埒
ー

g

．
サi

，
ゞ
，

容
性
(
a
d
n
u
s
s
i_biliiy)

に
闘
す
る
法
則
で
あ
る
。

｀
t
-
f
．べ，
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｀
4

．ビ

し
か
し
A

そ
の
證
挑
を
排
除
す
ろ
理
由
は
必
す
し
も
箪
一
で
は
な
く
、
二
つ
の
場
合
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
米
る
心
．
ご
い
、
證
拙
慎
値

少
き
證
挫
に
證
諜
能
力
た
し
と
す
る
場
合
で
あ
り
、
他
は
、
證
拙
偵
伯
あ
る
に
拘
ら
す
他
の
考
慮
に
基
き
證
猿
能
力
た
し
と
す
る
場
令

田

米

證

抽

法

の

滸

革
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を
制
眼
す
る
黙
に
存
す
る
。

本
脳
は
、
こ
の
英
米
證
腺
法
の
出
米
上
る
に
至
っ
た
沿
革
心
概
略
と
記
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
先
に
殺
表
し
た
「
民
票
證
拙

（
四
）

法
の
沿
革
」
の
槙
脳
で
あ
る
、0.

（
こ
尤
も
英
米
法
に
於
て
は
、
我
ぷ
胴
と
昇
＂
心
り
、
論

i

粕
を
混
徽
せ
し
む
る
證
擦

．．
 
も
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
む
い
と
し
て
，
0

る
。

噸’

ヽ

で
あ
る
。
傾
聞
證
言
を
排
除
す
る
の
は
前
者
の
例
で
あ
り
、
図
家
様
密
に
闊
し
證
人
訊
問
．を
病
し
得
す
、
又
は
訴
訟
を
遮
滞
し
む
む
諒

拙
は
之
を
利
用
し
得
す
＇
こ
す
る
の
は
後
者
の
例
で
あ
る
。
後
者
の
理
由
に
よ
る
證
拙
の
排
除
は
我
が
訴
訟
法
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
こ

か
ら
淡
米
證
喋
法
の
我
が
設
拙
法
と
異
た
る
主
要
黙
は
、
我
が
刷
に
於
て
は
證
抽
債
値
如
何
に
少
な
く
と
も
そ
の
識
拙
に
證
拙
能
力
あ

り
や
心
喜
甕
員
亙
究
定
に
現
質
に
如
何
程
に
役
立
つ
か
は
専
ら
事
貨
承
審
官
の
自
由
な
罪
糊
仁
委
れ
七
ゐ
る
に
封
し
、
英
米
℃
於
元
、

？

，
 

は
證
拙
似
値
少
き
一
定
の
證
拙
に
證
拙
能
力
な
き
も
の
と
す
る
、
換
言
れ
ば
裳
該
事
件
に
於
て
或
は
事
哀
認
定
に
役
立
つ
＼か
も
知
れ
＿

（
二
）

9
>
＇

r
n
ら
；
≫
9

•\l.î 1[ 

證
拙
能
力
あ
り
と
さ
れ
た
證
喘
門
換
言
す
れ
ば
認
容
ざ
れ
た
證
拙
に
如
何
な
る
證
載
似
値
を
輿
へ
る
か
、
邪
百
認
定
の
為
め
に
如
何

に
役
立
て
る
か
は
ぶ
央
米
に
於
．
て
ほ
，全
く
事
貨
承
審
官
盆
陪
ー
稲
｀
又
は
陪
症
に
よ
ら
ざ
る
事
直
認
定
の
場
合
に
は
裁
判
｛
且
）
の
自
川
な

判
肋
に
全
ね
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
こ
の
黙
に
於
て
は
自
由
心
證
主
義
を
採
つ
て
ゐ
る
。
イ
ク
リ
ヤ
・
カ
ノ
ン
法
の
採
用
し
た
法
定
證
拙

主
義
は
、
背
て
の
欺
洲
大
陸
語
國
・に
於
い
て
と
は
異
り
、
／．英
米
に
於
て
は
全
く
之
を
受
監
が
た
か
っ
た
。
我
が
固
に
於
て
は
自
山
心
沿

(＝=） 

主
義
吠
賂
保
と
し
で
事
面
を
認
定
す
る
に
至
っ
た
知
路
を
判
汰
理
由
中
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
が
、
英
米
に
於
℃

は
か
、
る
こ
と
は
要
求
し
て
ゐ
た
い
。
そ
の
自
由
心
證
主
義
の
樅
保
は
、
消
極
的
法
定
證
批
主
義
、
即
ち
法
を
以
て
利
用
し
得
る
證
肱

ヽ

五
四

例
へ
ば
證
言
の
伯

- ~ 



五
五

罹
性

品`
る
攀
す
る
代
め
に
、
新
ら
た
な
腔
人
を
召
換
し
て
證
人
の
特
定
の
不
行
跡
を
立
證
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
。
こ
れ
、
訴
訟
を
迦
濡

せ
し
む

る
虞
あ
る
外
、
論
磁
の
混
鋭
に
よ
り
素
人
・
ょ
｝
リ
成
る
陪
審
の
主
要
事
箕
の
判
勤
を

誤
ら
し
あ
る
危
函
が
あ
る

が
ら
で
あ
る
。

(
--
）
我
が
判
例
・芯

責

く
は
博
閣
證
一目

に
證
採
能
力
な
し
と
し
、
又

現
在
に
於
て
も
、
訴
訟
提
起
径
そ

の
訴
訟
に
梱
す
る
係
弔
事
演
に
付
．
さ
人
證
回

迦
の
目
的
を
以

つ
て
私
人

立

ぶ
r
し
た
腔
朗
書
に
恕
脈
能
力
あ
リ
や

否
や

に
つ
い
て
は
い

判
例
が

一
致
し
て
わ

な
い
も
の

1
加
く
で
あ
．る

（
拙
秘

自
由
心
詑
主
義
と
證
挫
法
、
民
商

―
一
巻
六
聾
九
五
七
頁
、
昭
利
十

五
年
）
。

(

i
-

｝
）
拙
秘
、
自
由
、
心
證
主
義
と
距
据
法

、

民

商

ご

窓

五
馳
七
四
四
頁

七
四
色
頁
、
昭
和
十
五
午
、
間
接
事
貿

に
よ
る
推
列
、
法
政
研
究
一
四
巷

（
四
）
拙
杞
、
民
事
證
掠
法
・の
消
革
、
法
政
研
究
ご
二

俗

一
細
六
七
頁
二
蜘
六

七
頁
三

琥
i

――五

頁
、
昭
和
一
八

午

一
九
年
。

英
米
臨
拙
法
が
右
に
述
べ
た
や
う
た
特
異
性
を
有
す
る
に
至
っ
た
原
囚
は
、
之
を
陪
称
制
度
に
飩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賠

(

-

i

(

―-
）
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布
制
度
な
し
に
は
、
英
米
證
拙
法
の
大
部
分
は
装
展
し
得
な
か
っ
た
で
あ

9
う
°

{↑‘,．．

iIii,r’
↑

.I1

英
米
に
於
て
は
、

．刑
事
訴
訟
に
於
て
の
み
な
ら
す
．民
事
訴
訟
．に
於
ィ
」
も
陪
廂
裁
判
に
依
る
を
原
則
と
し
．文
ゐ
ろ
●
近
時
英
固
に
於
て

（
三
）

ほ
民
事
陪
審
を
著
し
く
制
限
す
る
に
至
っ
た
が
、
．`
今
日
の
英
國
民
事
説
採
法
の
殆
ん
ど
総
て
は
、
民
事
訴
訟
に
於
て
も
陪
審
裁
判
が
原

則
で
あ
っ
た
時
代
に
出
来
上
っ
た
も
の
も
あ
る
P

陪
沸
裁
判
に
於
て
ほ
、
・
「
法
祁
問
題
ほ
裁
判
官
に
、
事
質
問
題
は
陪
布
に
―
と
い
ふ
の
が
、
根
本
原
則
で
あ
る
。
尤
も
、
何
が
裁
判

宜
の
駿
賓
に
駈
す
る
所
叩叩
法
袢
問
廂
と
さ
れ
、
何
が
防
術
の
職
宜
に
委
れ
ら
れ
た
所
謂
事
賓
問
題
と
さ
れ
て
ぬ
る
か
は
、
相
賞
に
錯
綜

（
四
）

し
た
間
類
で
あ
る
が
：
之
を
腺
批
に
つ
い
て
百
へ
ば
、
證
檬
の
隠
谷
性
即
ち
證
捩
能
力
に
闘
す
る
問
題
は
こ
こ
に
所
謂
法
律
問
題
で
あ

つ
て
、
裁
判
官
之
を
決
定
し
、
そ
の
認
容
せ
ら
れ
た
證
撒
の
評
債
即
ち
證
腺
似
値
に
闊
す
る
問
題
が
こ
ヽ
に
所
聞
事
省
問
題
で
あ
っ
て

防
布
が
之
を
決
定
す
召
證
棟
憤
値
を
判
断
し
、
こ
れ
に
基
い
て
ポ
寅
認
定
を
為
す
機
闘
が
索
人
よ
り
梢
成
ぜ
ち
れ
た
陪
徘
で
あ
る
こ ／ 



こ
。？
 

が
索
人
た
る
陪
審
で
あ
る
限
り
に
於
て
は
、
證
媒
排
除
の
法
則
を
設
け
す
如
何
た
る
識
煉
も
自
由
に
利
用
し
得
る
こ
と
4

す
る
こ
と
に

よ
り
生
す
る
で
あ
ら
う
過
汲
は
、
設
他
排
除
の
法
則
と
作
る
こ
と
に
よ
り
生
す
る
で
あ
ら
う
過
晶
よ
り
も
遥
か
に
大
・で
あ
る
。
こ
の
挫

（
七
）
（
八
）

..• 

J
 

こ
の
加
拙
法
の
出
来
ヒ
っ
た
の

は
、
大
部
分
第
十
六
拙
紀
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
陪
徘
が
證
腺
を
主
た
る
査
料
と
し
て
評

決
を
為
す
ぎ
？

g
な
っ
た
の
は
そ
心
頃
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
”
菜
そ
れ
ま
で
は
、
防
布
は
淋
‘
セ
父
ば
主
と
し
て
自
己
の
鉗
議
に
基
い
て

評
汰
を
鯰
し
て
ぬ
た
で
あ
っ
て
、
陪
徘
且
の
私
の
知
識
が
添
哀
認
定
の
甚
礎
と
な
り
、

．そ
Jj
知
議
を
得
た
原
因
と
詮
索
す
る
こ
と
を
．

竺
の
場
合
に
適
用
す
る
に
於
Y
[ぱ
‘
憫
々
の
揚
令
に
不
営
な
砧
果
を
生
す
る
こ
と
あ
る
は
必
．然
で
あ
る
が
、
ボ
質
の
判
晰
と
腐
す
捜
闊
．

除
す
る
、
即
ち
、

，痙
匹
況
誓
を
必
喘
患
件
に
於
け
磁
判
所
又
は
誓
の
要
に
委
ね
ず
、
法
則
と
し
て
常
に
一
定
種
類
の
證
拙

の

諌

辿

盈

ば

気

・

裳

に

且

閏

、

感

梢

的

と

た

り

、

偏

見

を

羹

羞

醤

の

醤

羞

，

JIで

、

證

祖

苔

少

き

證

誓

信

用

し
因
瞑
つ
‘,
'
畢
夜
認
定
を
釣
す
虞
が
多
分
に
-あ
る
。
そ
れ
で
恥
藩
を
し
ー芦
5
っ
た
甕
息
認
定
紅
総
さ
し
め
な
い
｛
や
う
に
、
裁
判
所
が
、

證
掴
憤
値
の
前
提
た
る
證
腺
能
力
の
間
噸
と
し
て
＇‘．抽
象
的
に
證
拙
債
値
少
き
諒
批
を
證
搾
雁
力
な
き
も
の
と
し
て
、
瞭
採
資
料
よ
り

（
一
ユ
ー
（
六
）

排
除
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
具
閤
的
場
合
に
は
買
に
憤
値
あ
る
か
も
知
れ
な
い
證
牒
も
、
．
抽
象
的
に
設
撒
憤
伯
少
き
場
令
に
は
之
を
排

と
が
、
．衣
米
證
拇
法
を
登
屈
せ
上
め
た
原
囚
で
あ
る
。
防
菊
2

良
に
は
法
律
的
訓
綽
な
く
、
滅
判
に
紅
駿
が
な
い
か
ら
、
證
人
や
辮
設
士

／ 

杢ハ
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七
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対
柳
緊
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敷
投
、
陪
寓
邸
別
に
琳
ミ
・法
協
四

0
巻
肘
鼓
五
―

-i八兵
、
大
玉
寸
1

年
、
現
代
法
得
思
想
の
匝
究
七

0
2炉
記

敬

投

ィ
ギ
、リ
ス

.-
．

法
系
の
病
生
、
法
協
六

0
．企九
掠
一
四
八
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頁
E

昭
和
｝
七
年
、
箪
不
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英
國
ふ
掠
誌
の
史
的
萩
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ニ
マ
笠

―
―
焚
二
，
九
四
頁
、
昭

和
四
年
、

T
h
a
y
e
r
,
A
 P
rel
i
m
i
n
a
r
y
 
T
r
e
a
t
i
s
e 
O
n
 E
v
i
d
e
n
c
e
 at 
C
tJ
r
n
r
n
o
n
 
L-:iぎ

p
.
2
 (
1
8
98); 
H
o
l
d
s
w
m
t
h,
 A
 
~i.story 

o
f
 

i
:

E
n
g
l
i
s
h
・
 La.'v,
 vol. 
9
,
 p
.
 12 7
 

・(1926); 
W
i
g
m
rJre
,
 o
n
 E
v
i
d
e
n
c
e
,
 
S,udent;:;

'
'F~xtbook; 

~
-

4
_
 (1
9翌
5

)

;

M
c
k
elvey, 
O
i
r
 

a
5

匂
idence,

p
.
 7
 (
1
9
3
2
)
.
 u
 

_
 
T
h
e
 J
u
r
y
 a
n
d
 t
h
e
 Exclusionar~

R̀uies 

of 
E
v
i
d
e
n
c
e
,
 -4
 U
n
i
.
 
of 
C
h
i
c
a
g
o
,
 

IL•Rev

. 

2
4
7
 
(
1
9
3
7
)
 

(

-
i

)

陪
坤
制
裟
を
採
用
し
た
の
は
翌
却
法
裁
判
所
で
あ
る
。
得
平
法
裁
判
所
に
於
て
は
陪
審
を
用
竺
す
ふ
盗
パ
の

み
で

裁
判
し
た

。
仰
↑
つ
て
初
め
は
そ

い
ー

の
詑
脈
法
は
、
喘
祁
法
裁
判
所
の
そ
れ
と
臭
な
．リ
寺
院
法
に
訳
つ
て
ゐ
た
。
し
か
し
第
十
八
批
起
に
誕
採
法
に
つ
い
て
も
『
衡
平
法
は
世
通
法
に

．

蕊

5
(
E
名
ity
follows 
t
h
e
 

；電・

所
獨
特
の
手
紋
に
よ
り

一
部
は
隻
止
を
受
け

て
お
た
。
例
へ
ば
諒
人
訊
団
に
つ

．．
 
さ
、
貰
迎
誌
菰
話
所
に
於
で
は
證
人
を
法
廷
に
於
一
J

LI

頭
に
て
判

一
七
年
の
衡
平
法
裁
判
所
の
判
決
は
、
衡
平
法
裁
判
所
の

艇
掠
法
と
竹
辿
法
裁
判
所
の
そ

れ
と
は
『

一
般
的
に
は
同
一
』

で
あ
る
と
云
つ
て
ゐ
る

(
W
i
g
m
o
r
e,
 A
 "Tr.:!:1.fse 
o
n
 t
h
e
 A
n
g
l
6
、A
"1.l 
fric111 
S
y
3
t
e
m.
e
f
E
J
i
d
e
n
o
e
、
in
Trials
'at 
C

g
且
)
n
L
1
.
w
,
 2
n
d
 e
d.
 vol-., 
l
 
j
 

p
p
.
 

[~ 

1
5,
 1,6
 (
1
9
2
3
)
-
第
三
盛
は
未
入
手
ー
、

O
n
E
v
i
d
e
n
c
e,
 S
t
u
d
g
t
s
'1T
e
x_t
b
g
K、
p
.
17)
。
か
く
の
如
？
、
英
未
緑
描
法
は
、

ぶ
エ
と

し
て
立
国
泣

法
裁
判
所
の
褻
展
せ
し
め
た
法
則
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
於
て
は
清
通
法
裁
判
所
の
證
採
法
の
沿
革
に
つ
い
て
述
べ
る
の
き
の
る

。

（
三
）
拙
稿
、
裁
判
官
と
陪
恭
と
の
軸
分
、
九
州
帝
・一〈
法
文
學
部
●
周
年
記
念
法
學
論
文
墾
ハ

0
瓦
、
昭
和
―
二
年
、
・
及
び
拙
社
英
法
概
論
三

版
凶
九

―
―
一
頁
、
昭
和
十
七
年
、
並
び
に
後
逸
―
―
―
―
て
八
参
照
Q

-

宝）
W
i
g
r
n
'
o
r
e
,

o
p.
 cit., 
p
.
 7
 

••• 

9

.
 

（
六
）
陪
雀
上
統
御
抑
制
す
る
方
法
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ー
ハ
に
於
て
は
こ
の
他
裁
判
官
が
證
振
慎
似
に
つ
い
て
意
見
宅
．
述
べ
て
陪
海
を
数
呼
す
・る
こ
と
が

行
は
れ
、
且
陪
審
の
評
決
が
法
廷
に
現
は
れ
た
證
搬
を
基
礎
と
し
て
は
合
理
的
人
間
な
ら
ば
か
4

る
粕
繭
に
到
連
し
得
な
か
っ
た
底
炭
の
も
の
な

生
、
前
掲
ー
四
八
六
頁
）
。
ア
メ
ッ
カ
に
放
て
は
一
般
に
、
裁
判
店
が
證
振
の
債
値
に
？
P
意
見
を
述

べ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
又
新
奴
判
を
正
用






























































